
令和7年 ４月 １日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

①介護職員初任者研修等の外部研修受講費用法人負担制度

②能登半島での支援活動

炊き出し活動をおこなった

参加利用者数：6名

＜目的＞

ピアサポートについて学ぶ

震災時の障害者の自助のありかたを実践で学ぶ

他機関の連携の中での動き方を学ぶ

＜成果＞

住　所 東京都江戸川区松島2-9-2 管理者名 井口　勉

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 03-5879-4970

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 東京ソテリアエンプロイメント 事業所番号 1312302043

①研修でスキルアップすることに対し、法人の補助があることは大変ありがたい。挑戦してみようというモチベーションにつ

ながる。実際に資格が取得出来て自信がついた。今後はピアサポートの形で自分の経験を活かしていきたい。

②長距離移動は大変だったが、自助のありかたを学びつつ現地で支援活動ができたことは有意義だった。300食提供できた達

成感は大きかった。

対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 株式会社マザーズ（野口昌子）

2024年5月29日（水）

場所：門前公民館

事前準備には、当日能登に行かなかった就労継続支援A型事業

所の精神障害を持つ当事者も複数かかわった。福祉避難所へ

の食事提供を障害を持つ当事者と行う中で、食べやすい工夫

などを検討し、自分事として準備することができた。

福祉避難所への食事提供を障害を持つ当事者の意見を踏まえ

食べやすい工夫をまとめておけると今後のために有益だと感

じた。

炊き出し配布箇所：門前公民館21食、門前東小学校14食、門前中学校

40食、もんぜん楓の家（福祉避難所）75食、ゆきわりそう（福祉避難

所）70食、門前支所60食、輪島市役所14食

合計約300食

内容：天丼・あおさとネギの味噌汁・グラノーラヨーグルト

現地では輪島市の社会福祉協議会で無償のレンタカーの貸し出しを利用

した

https://rentacarcast.jp/carshare/noto-peninsula-earthquake-

2024-free-vehicle-support-service-for-victims/

障害者のピアサポートのメッセージ性を強めるため、グラノーラヨーグ

ルトでコラボした福祉事業所のヨーグルトは以下の福祉事業所の製品と

した

https://nice-heart-net.jp/member/?id=793

避難所生活から仮設住宅へのめどがたってきたようで、道路や光熱水のライフラインも復旧しつつある様子でした。

それでもまだ道路脇を見れば倒壊した家屋がそのままになっており、これからも大変な中、地域の中で協力し合って生活をつないでいくご様子を

教えていただきました。

短い時間でしたが、その様子を教えていただき、目にする中、300食の炊き出しをお届けできたこと、障害を持つ当事者とそのことを共有できる

ことは意義深く、今後の活動にも活かしていきたいです。

利用者からの意見・評価

様式２


